
２・３年生の時間割例 卒業後の進路情報

　本学科・専攻の卒業生は、政策立案やプロジェクト管
理を行うプランナーやプロジェクトマネージャー、技術
開発、設計・デザインを行うエンジニアとして、国内外
を問わず多様な分野で活躍しています。その対象も、社
会基盤学が取り組む課題の幅広さに応じて、地球環境か
ら海岸・河川流域、交通、都市計画やまちづくり、橋な
どの構造物まで多岐にわたっています。今後は環境問題
に取り組むエンジニアやまちづくりのプランナー、空間
デザイナー、海外のプロジェクトマネージャーへのニー
ズがますます高まると考えられます。いずれの分野・職
能を選んだ場合でも、他分野の専門家と議論し、協働で
きる柔軟性と多様性が求められるでしょう。

国内外に多彩な活躍分野２年　A１A２（左がA１、右がA２）：入門

３年　S１S２（左がS１、右がS２）：基礎の完結と演習

３年　A１A２（左がA１、右がA２）：専門へのシフトと高度化
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